
令和 7 年度 釜石祥雲支援学校第２回学校運営協議会記録      

  記 録：副校長 

Ⅰ 日 時  令和７年 11 月 28 日（金） 10:00～11:15       

Ⅱ 場 所  本校視聴覚室         

Ⅲ 出席者 

 １学校運営協議会委員出席者５名 

   会 長 地域関係者    

   A 委員 行政関係者    

   B 委員 企業関係者       

   C 委員 教育関係者    

   D 委員 PТＡ関係者   

   校 長 学校関係者    

 ２本校職員【10 名】 

Ⅳ 内 容   

 １ 開会 

 ２ 校長挨拶 

 ３ 委員・学校職員自己紹介 

 ４ 議事 

 （１）令和 7 年度現在までの地域との連携・協働の取組 

   ① 報告 各学部より（別紙資料Ｐ２～９のとおり） 

   ② 質疑・協議 

    ・Ｂ委員 

      高等部の一般企業で実習とあるが、実習先を伺いたい。 

      【回答】ＳＭＣさんとフジ電子さんの 2 企業 

    ・会長 

      校外学習等で三陸鉄道に乗車する際の駅の利用の仕方について伺いたい。平田駅は、階段

しかないため、職員がおんぶ等をして階段を昇り降りしていると聞いている。 

      【回答】今年度は平田駅からの乗車ではなく、別な駅から乗車した。 

 （２）地域と連携した防災・支援の取組状況 

   ① 報告 

     生徒指導部（資料Ｐ10 のとおり） 

     支援部（Ｐ11 のとおり） 

   ② 質疑・協議 

    ・会長 

      防災研修会については、「平田だより」12 月号と１月号に掲載し、多くの方に来ていただ

きたいと考えている。 

    ・Ｄ委員 

      医療的ケア児の避難所については、対象者を集めて意見交換をしているのか。 

      【回答】医療的ケアのみならず、例えば車椅子を利用している方や、幼児で医療的ケアを

受けている方にも声がけをした。 



    ・Ｄ委員 

医療的ケアのお子さんも大変ではありますが、その他のお子さんも大変な場合もあるので、

もう少し幅を広げて情報提供等をしていただけるとよい。 

【回答】次回の会議の時に共有したい。 

 （３）学習等の充実に向けた地域資源の情報提供依頼（Ｐ12 のとおり） 

   ・Ｂ委員 

     釜石市のほうで、アメリカの大学生 60 名が来た時に、宗教やアレルギー等に対応した飲食

店があると聞いている。需要があるとわかれば、対応できる業者も増えていくと思う。 

 （４）その他 

   ① コミュニティースクール通信第 40 号（岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課 地域学

校連携担当）紹介（Ｐ13 のとおり） 

   ② 平田地区が「健康寿命を伸ばそうアワード」優秀賞を受賞した。 

 （３）提言・感想 

   ・Ａ委員 

小学部、中学部、高等部それぞれ特色のある活動をされている。行事の紹介だけでなく、普

段の生活の中で頑張っていることを紹介してもらえればと思っている。 

   ・Ｂ委員 

     地域の産業に関してはいろいろ情報をもっているので何かあれば連絡したいと思っている。

県の機関ともつながっているので何かあればと思っている。 

   ・Ｃ委員 

     先生方が生徒のために様々な工夫を凝らしながら、地域連携に取り組んでいる様子を知るこ

とができた。生徒の状況の変化を踏まえ地域との関りについて工夫を凝らしながら取組を進

めていただきたい。 

   ・Ｄ委員 

     家では経験できないことを毎年いろいろ経験させていただいて感謝している。子どもたちも

年齢があがってくるにつれ、心身ともに大変になってくることもあるが、その都度対応して

いただいてありがたいと思っている。 

   ・会長 

     いろいろな形で協力してしていきたいと思っている。地域の住民の方々も学校に通う子ども

たちの状況についても理解したいというような声も聞こえてきている。いろいろ学校のことを

話題にして、何かやれることないかという声も出ているので、何かあれば学校から声をかけて

いただきたい。 

５ その他・・・なし 

６ 連絡事項 

  ・第３回の開催・・・令和 8 年２月 24 日（火）10：00～ 学校評価に関すること 


